中国の朝鮮戦争への参戦に関する研究 : 毛沢東の参戦動機の再検討 by 于  麗雅 & Liya Yu
中国の朝鮮戦争への参戦に関する研究 : 毛沢東の
参戦動機の再検討
著者 于  麗雅






























































析する必要がある。すなわち、金日成が南進する前の 1950 年 5 月、1950 年 6 月 25 日の金
























1950 年 10 月 1 日、韓国軍は三十八度線を越え、北上を開始した。スターリンと金日成
は同時に毛沢東に参戦を要請し、対朝直接援助を依頼した。しかし、中国の指導者の大半
は、すでに望ましい出兵のタイミングを失っていたため、出兵には慎重になるべきだと主




















更に、10 月 7 日に米軍が三十八度線を越えて北上したことで、米国の中国侵略の意図を確
信したからこそ、中国が義勇軍を送ることを最終的に決断した、とも述べている。在米華





























能していたのだろうか。1950 年 10 月 2 日および 4 日、5 日の政治局拡大会議の記録は今日
まで公開されていない。これは、毛沢東の参戦動機研究の大きな障害である。毛沢東の参
戦動機研究が次の段階に入るために、それらの会議記録の公開を期待する。 
 
 
